
第10回

日時：2023年7月8日(土) 13時～15時
対象：豊明市/東郷町周辺にお住いの医療的ケア児、重症心身障害児
対象：および児の兄弟家族、行政、医療・福祉・教育関係者等
場所：オンライン講座＠Zoom
内容：折れないこころを育てるいのちの授業
講師：ごうホームクリニック院長 医学博士 伊藤剛 先生
運営協力：ELC（エンドオブライフ・ケア）東海

お問い合わせ先：

豊明東郷医療介護サポートセンターかけはし 池田 河村 0562-92-9984

QRコードよりお申し込み願います

伊藤 剛 先生

講師 講師略歴
岡崎高校卒業後、信州大学医学部医学科へ進学。
豊田厚生病院で初期研修をおこない、同院で小児科後期研修を行う。
2012年より”なかざわ記念クリニック児童リハビリテーション科”に勤務し、
脳性麻痺・脳血管障害後の小児科診療に従事。
同時期より非常勤医師として訪問診療と出会い、
2016年より訪問診療クリニックにて常勤。
2019 年12月1日ごうホームクリニック開業。
高齢者の在宅医療に並行し、日常的に医療的ケア（気管切開・経管栄養・
人工呼吸器など）が必要な子どもに対し未就学期・学童期の
在宅療養支援を通じて地域で育つ子ども達の生活をサポートしています。

講演内容
「新型コロナウイルス感染症流行のため2020年4月7日に第1回の緊急事態宣言が発出されて、3年が経ちました。こ
の3年間、大人も子どもも様々な困難に直面しながら生活を継続してきました。休校が延長されて期末試験や卒業式、

部活の送別会もなくなり、マスクを外した顔を見たことがない同級生がほとんど、といった私達大人にとって経験した
事のない学生時代を送っている子どもたちが殆どです。2023年5月8日から「５類」に移行し、マスク着用は「個人の判

断」「教育現場では着用を求めない」とされながらもマスクを外す事への不安感、感染への恐怖、周りの行動に合わ
せる同調圧力や閉塞感等の「目には見えない苦しさ」を抱えながら、子どもたちは同級生や周囲の大人の表情を見
ながらコミュニケーションする機会が圧倒的に少ない現状は依然として続いています。withコロナ時代の今、どんな

にうまくいかなくても、苦しくて悲しくて、イライラしてしまっても、自分や相手、ものを傷つけてしまう事をやめる事は出
来ないか。自分や友人の苦しみにと向き合うこと、目の前で苦しんでいる人に関わること、そして自分を認め大切に
することを「いのちの授業」を通じてお話ししたいと思います。」

申込締切
6/25（日）
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